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「
大
津
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
」（
以
後
、協
議
会
）を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

　

ま
ち
づ
く
り
団
体
を
母
体
に
個

人
や
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
の
参
加

で
、昨
年
10
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

町
の
振
興
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
ソ
フ

ト
部
門
を
担
当
す
る
協
議
会
で
す
。

現
在
20
人
の
理
事
が
４
分
科
会

（
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
分

科
会
、上
井
手
沿
い
分
科
会
、駅
前

広
場
分
科
会
、中
心
市
街
地
分
科

会
）に
分
か
れ
て「
大
津
の
ま
ち
づ

く
り
、生
活
空
間
づ
く
り
」に
つ
い

て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
上
井
手
沿
い
分
科

会
」の
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
「
上
井
手
沿
い
分
科
会
」（
以
後
、

分
科
会
）は
、２
月
に
あ
け
ぼ
の
団

地
か
ら
丹
波
橋（
立
石
団
地
入
口
）

ま
で
町
歴
史
教
室
講
師
の
説
明
を

受
け
な
が
ら
現
地
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
昔
の
参
勤
交
代
道
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
上
井
手
沿
い
の
風

景
と
治
水
事
業
で
で
き
た
井
手
の

成
り
立
ち
、目
的
を
学
習
し
ま
し

た
。
時
代
の
流
れ
の
中
で
、上
井
手

の
景
観
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
た

こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
今
後

は
地
域
の
人
と
一
緒
に
意
見
交
換

の
で
き
る
場
所
作
り
や「
大
津
町
の

歴
史
的
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、ゆ
っ
く

り
散
策
で
き
る
道
づ
く
り
」の
検
証

を
進
め
、憩
い
の
場
の
創
造
活
動
を

進
め
ま
す
。

上
井
手
学
習
と
清
掃
活
動
を
実
施

小
・
中
学
生
、
地
域
住
民
と

水
の
な
い
上
井
手
を
体
験

　

７
月
26
日
、地
域
の
人
に
上
井

手
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

「
上
井
手
の
役
割
、水
と
環
境
に
つ
い

て
」の
学
習
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、鶴
口
橋
か
ら
下
流
を

水
止
め
し
て
、協
議
会
関
係
者
、

小
・
中
学
生
や
地
域
住
民
な
ど
約

30
人
の
皆
さ
ん
が
清
掃
活
動
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
小
学

生
は
、川
底
の
魚
や
カ
ニ
な
ど
を
見

つ
け
て
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、清
掃
活
動
の
前
に
大
菊

土
地
改
良
区
か
ら「
水
循
環
型
営

農
推
進
運
動（
水
張
り
事
業
）」の

説
明
が
あ
り
、町
や
菊
陽
町
な
ど

が
取
り
組
ん
で
い
る
水
張
り
事
業

が
、熊
本
市
の
飲
料
水
や
近
隣
の

田
を
潤
す
大
切
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
学
び
、参
加
し

た
皆
さ
ん
は
水
の
大
切
さ
と
地
下

水
か
ん
養
の
取
り
組
み
の
必
要
性

を
再
確
認
し
ま
し
た
。

問い合わせ　役場商業観光課　�（293）3115

大津町まちづくり推進協議会　活動していま大津町まちづくり推進協議会　活動しています！大津町まちづくり推進協議会　活動しています！

オーエンズ広場エンズ広場オーエンズ広場エンズ広場オーエンズ広場子育てコーナー

●問い合わせ　役場子育て支援課 子育て支援係 ☎（２９３）３３４９
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　大津町には、帰宅したときに保護者がいない子どもたちのために、放課後に児童を預かる

学童保育があります。ＮＰＯ法人「みんなのおうち」の運営する学童クラブは、今年の夏休み

に、大津町の歴史を学習しました。大津町が参勤交代の通り道だったのは知っていますか？

子どもたちは熊本城から阿蘇的石までその道をたどり、自分たちの住む場所がどんな場所

なのかを学びました。
大津小の村下先生に詳しく教えてもらいながら、

上井手沿いを散策しました 　自分の住んでいる地域の歴史を知ること

は、とても大切なこと。あんなすごい歴史が

あった、この場所にはこんな深い意味があっ

たと発見することは、違った角度から自分の

町を見ることになります。そうすれば、もっ

と自分の町が好きになることでしょう。子ど

もたちが、大津町を大好きになって、誇りに

思って育ってくれるとうれしいですね。

　まだ大津町をよく知らないお母さん、お父

さんたちも、子どもと一緒に「新しい」大津町

を探してみたらきっと楽しいですよ。
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第20回

からいも
掘り大会
もあるよ！
（当日受付）

参加者募集
!

〒869-1292（住所記入不要）
明日の観光大津を創る会事務局（役場商業観光課内） ☎（293）3115

★応募方法
はがきに住所・氏名・電話番
号・希望区画数を記入して申
し込んでください（個人、グ
ループどちらも2区画まで可、
先着順）。
★応募資格
　営業目的でない一般の人
★出 店 料：1区画（間口2.5ｍ
×奥行き2ｍ）1,000 円

★区 画 数：80区画
★締め切り：10月17日（金）

　使わなくなった日用品やおもちゃ、
手づくり用品などなんでも結構です。
ただし、動植物、食品全般、コピー商品
などはご遠慮ください。

　第1回目からおこなっているコンテストです。からいもを
使って夢あふれる作品を出品してみませんか。料理・菓子の
2部門があります（両方に出品可）。
　フェスティバル当日、大テント内で開催します。

★応募方法
作品名・材料（5人分）・つくり方・工夫したポイントなど
を記入して専用の申込用紙（町ホームページか、役場にあり
ます）で応募してください。

★締め切り：10月17 日（金）

出店募集出店募集

　「からいもの想い出」など「からいも」
にまつわるあなたのエピソードを込め
た「絵手紙」を募集します。

★応募方法
はがきか、はがきの大きさの紙に絵と
文章を描いて郵送、または事務局まで
持って来てください。1人で何枚も応
募できます。応募作品は、フェスティ
バル当日展示します。なお、応募作品
は返却しませんのでご了承ください。

★締め切り：10月17日（金）

　会場内のテントに出店してみませんか。
「こんなことをやっているけれどみんな
に知ってほしい」と思っている町内の個
人や団体・法人は出店してみませんか。
テント使用料無料（販売目的の出店はご
遠慮ください）。

★区 画 数：4区画（テント2張分）
★締め切り：10月17日（金）

　からいもフェスティバ
ルのボランティアを募集
しています。18歳以上の
イベントに興味のある人、
やる気のある人を待って
います！

詳しくは、事務局まで
お問い合せください。

申し込み
問い合わせ

日 時：11月9日（日）午前10時～午後4時日 時：11月9日（日）午前10時～午後4時
場 所：場 所：本田技研工業㈱熊本製作所内

総合グラウンド・HSR九州・
からいも畑

本田技研工業㈱熊本製作所内
総合グラウンド・HSR九州・
からいも畑


